
し薗紹介

X線マイクロアナライザの活用状況

1 X●マイクロアナライザーとは

X線マイクロアナライザーは， 微小部の形状を

観察しながら， 同一部分の元素遂析を同時に行え

る装置であり， ー ロで言えば「元素も見える顕微

鏡」である。顕微鏡の機能は， ， 20-10万倍の広い

倍率をカバ ー し， かつ焦点深度が深いので， 試料

の立体観察が可能である。 一方， 元素分析の機能

は， 原子番号4のベリリウムから原子番号92のウ

ランまでの元素について， 任意の微小領域の分析

を数分という短時間で行うことができる。

第1園 X縁マイクロアナライザーの外観

2 利 用 分 野

X線マイクロアナライザ ー は， 形状と構成元素

を知ることにより， 当該試料の判別， 性状， 履歴

などの解明を目的とするあらゆる分野に利用する

ことができる。具体的に言えば，

(1) 環境関係

大気中浮遊粒子状物質， 煙道ばいじん， 土壌，

植物， 雨水や表面汚染の原因物質などの調査

(2) 発送変電設備

ボイラチュ ー プ， 復水器細管等の金属材料， ス

ケ ー ］レ， スラッジ， イオン交換樹脂などの分析な

らびに送電線， がいし付着物， 油入変圧器内の異

常析出物， 継電器の接点， 地中埋設管の腐食原因

調査

など多岐にわたり， その依頼個所についても社

内の各部門および関係会社などから利用されてい

る。
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3 遍用例の紹介

(1) 石炭灰の形状観察

石炭火力発電所の煙道ばいじんをロ ー プレッジ

ャ ー インパククーを用いて， 粒径別に捕集し， 形

状観察を行った。

写真から， 粒径別に特徴ある形状が観察され，

集じん挙動を評価する上で， 参考となる知見を得

た。
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第2図 石炭灰の形状

(2) ボイラ用鋼管の劣化調査

長時間使用した火力発電所ボイラ....用ステンレ

ス鋼管の材料中に析出するシグマ相（鉄とクロム

の金属間化合物）をX線マイクロアナライザ ー で

分析し， その量から管の劣化の状況と残寿命を推

定する方法を開発した。

写真は， ジグマ相の検出例を示す。
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第3図 シグマ相（写真中央の析出物）

長期間使用ポイラ鋼管の管材の左側から右側

に向って矢印の析出物の上を線分析し， その濃

度を示したものが上図グラフである。鉄濃度が

素材より低下しクロム濃度は上昇していること
から， 矢印の析出物がジグマ相であることが分

かる。
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